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開会 午前９時３０分 

 

○議長（竹谷 勝君） 

  おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成２６

年第１回豊能町議会定例会を開会いたしま

す。 

  定例会に当たりまして、町長より発言を

求められていますので、これを許します。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆様、おはようございます。 

  平成２６年第１回豊能町議会定例会の開

会に当たりまして一言御挨拶申し上げます。 

  議員の皆様方には、公私何かとお忙しい

ところ、議案審議のため御参集いただきま

してまことにありがとうございます。 

  先月２５日に発生しました、木代地内の

府道余野茨木線への土砂の崩落につきまし

ては、皆様には大変な御迷惑と御心配をお

かけいたしております。幸いにも、今のと

ころ、警察や消防による人命検索の結果、

けが人などはございません。現在、大阪府

池田土木事務所が土砂の撤去を行っている

ところであり、しかしながら、復旧のめど

は今現在立っておりません。なお、府道の

復旧状況など最新の情報につきましては、

豊能町のホームページにて、大阪府や阪急

バスの関連するホームページともリンクを

張りまして、まとめて情報提供しておりま

すのでごらんくださいませ。 

  さて、後ほど議長のお許しを得て、平成

２６年度の町政運営方針を述べさせていた

だきますが、本日、議会に提案させていた

だきます議案は、条例制定３件、条例改正

６件、補正予算４件、当初予算８件、その

他１件の合計２２件でございます。どうか

よろしく御審議いただき御決定賜りますよ

うお願い申し上げまして、私の挨拶とさせ

ていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  お諮りいたします。 

  議会広報特別委員会並びに町広報担当課

より、今会期中における写真撮影の申し出

があります。 

  申し出どおり写真撮影を許可することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって今会期中、写真撮影を許可いたし

ます。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２０条の規定により、７番・岩城重義

議員及び８番・小寺正人議員を指名いたし

ます。 

  日程第２「会期の決定について」を議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から３月２４日

までの２２日間といたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は、本日から３月２４日ま

での２２日間と決定いたしました。 

  日程第３「町長の施政方針について」を

議題といたします。 

  平成２６年度当初予算提出に対して町長

の町政運営方針演説がございます。 
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  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  それでは、平成２６年度町政運営方針を

申し述べます。 

  はじめに。 

  第１回豊能町議会定例会が開催され、平

成２６年度予算案及び関連諸議案をご審議

いただくにあたり、平成２６年度の町政運

営における基本的な考え方と主な施策につ

いて、所信の一端を申し上げます。 

  本町は、大幅な人口の減少が続き、超少

子高齢社会が到来しています。それに伴い、

町税は減少を続けており、財政運営は益々

厳しくなってまいりました。 

  しかしながら、多様化する住民ニーズへ

の対応や住民の皆さまの期待と信頼に応え

る町政運営の推進、さらに住みよい豊能町

のまちづくりと町の活性化に向けた取り組

みが必要と考えています。 

  そこで、将来にわたり安定した町政運営

を行い、中長期的には基金取崩しに頼らな

い財政基盤の確立をめざし、財政健全化推

進プランを次の４項目を柱として策定しま

した。 

  【１】人件費の削減 

  【２】事務事業の見直し・統廃合 

  【３】民間委託や協働の推進 

  【４】歳入の確保と受益者負担の見直し 

  一方では、多様化する住民ニーズに対応

し、併せてまちの魅力をさらに高め、活力

を維持できるまちづくりを推進するため、

昨年、町組織を横断したまちづくりプロジ

ェクトチームを立ち上げ、まちづくりの課

題の調査・研究を実施しました。このまち

づくりプロジェクトチームからの提案を受

け、財政健全化も行いながら、新たに町の

活性化にも取り組み、引き続き住民の皆さ

まが安心して住めるまちづくりを進めます。 

  また、住民との協働をめざし、町の課題

について共有し、意見交換をするタウンミ

ーティングの開催や、住民サービスの一部

を住民も参画して担ってもらえるシステム

づくりの検討も進め、併せて支所機能の充

実強化などを行いながら、職員一丸となっ

て住民の期待と信頼に応えてまいります。 

  平成２６年度予算案。 

  日本経済再生に向けた「平成２６年度の

経済見通しと経済財政運営の基本的態度」

が、平成２６年１月２４日に閣議決定され

ました。いわゆる成長戦略の「三本の矢」

の加速・強化の途上において、「政・労・

使」の連携による企業収益の拡大から賃金

上昇、雇用・投資の拡大につなげようとさ

れています。しかしながら、平成２６年度

の我が国経済は、消費税引き上げに伴う駆

け込み需要の反動減に引き続き留意が必要

であり、政府は経済対策など前年度に続き

堅調な内需に支えられた景気回復が見込ま

れるよう、消費や投資の増加を通じてさら

なる経済の好循環を実現しようとしていま

す。 

  また、国の姿勢は大震災からの復興を加

速させるとともに、デフレからの早期脱却

と経済再生の実現に向けて全力で取り組む

という強い決意を感じさせるものであり、

さらに、日本銀行には、２％の物価安定目

標の早期の実現を期待しています。 

  そのような状況の中で、本町においては、

町行政を取り巻く環境は依然厳しいですが、

平成２６年度予算案は、「限られた財源を

町の活性化策に集中する」ことを原則とし

つつ、経常的経費の更なる削減と歳入の確

保を進め、限りある財源を住民サービスの

充実と町の活性化策に重点的に配分する編

成としました。 

  例えば、「ウエルネスウオーキング事業

～１日１万歩運動～」による健康づくりの

推進、中学校給食の開始や吉川小学校の耐
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震診断、東ときわ台小学校トイレ等の改修、

吉川中学校グラウンドの整備等による教

育・子育て支援の充実、利便性の高い公共

交通の推進やいっしょに住マイル助成事業

による定住の促進、とよのんＰＲ活動事業、

高山右近没後４００年記念事業などにより

町の活性化を図るとともに、本庁舎の非常

用発電設備の整備、大阪府防災行政無線整

備事業や全町の防犯灯を対象にしたＬＥＤ

化に対する補助を行い、住民の安全・安心

の確保に向けた取り組みを行います。 

  しかし、本町の財政状況は、財政再建計

画に基づき職員給与などの人件費カットや

事務事業の見直しを行ってきたものの、平

成２４年度決算では、経常収支比率が９4.

５％と前年比3.３ポイント悪化しておりま

す。積年の課題であるダイオキシン対策の

問題も残っており、また、自主財源の大半

を占める町税が人口減少や高齢化により毎

年大幅に減少していることに加え、国は地

方財政について歳入・歳出面における改革

を進める方針を示しているなど、本町にお

いては非常に厳しい財政運営ではあります

が、ふるさと寄付促進事業などにより歳入

の増を図るとともに、予算査定とリンクし

た行政評価制度の本格導入を進めながら

「選択」と「集中」により将来の安定した

まちづくりに取り組みます。 

  本町の平成２６年度当初予算案の総額は、

一般会計６２億5,０００万円、特別会計５

８億4,５７６万8,０００円、水道事業会計

９億9,９２０万1,０００円、合計１３０億9,

４９６万9,０００円であります。 

  一般会計においては、前年度比１億1,３

００万円（1.８％）の増となりましたが、

これは消費増税に伴う臨時福祉給付金・子

育て世帯臨時特例給付金や社会保障・税番

号制度（マイナンバー）にかかるシステム

改修費用など国の制度改正に伴う義務的経

費の増、及び臨時財政対策債の借換え年度

に当たることなどから増加したものです。 

  以下、第４次豊能町総合計画に掲げてお

ります６つの基本目標と方向性の項目に区

分して、平成２６年度の町政運営の方針と

事業の内容につきまして、順次ご説明申し

上げます。 

  目標１「住民と行政との信頼・協働によ

るまちづくり」について。 

  住民の参画と協働のまちづくりの推進に

向け、社会福祉協議会等との連携強化やシ

ルバー人材センターの活用のほか、町の情

報発信力を高めていくためホームページを

リニューアルし、利用者が知りたい情報を

容易に多様な媒体で閲覧できるよう対応し

ていきます。 

  定住化の推進については、「大阪ふるさ

と暮らし情報センター」を活用して、田舎

暮らしに関する情報収集と発信を行い、町

内不動産業者との連携により実施している

町ホームページによる不動産情報の発信を、

引き続き継続するとともに、子育て中の若

年層の増加をめざし、移住・住みかえ支援

機構の「マイホーム借上げ制度」の周知に

努めます。 

  豊能町イメージキャラクターとよのんの

知名度や人気は少しずつ定着しつつありま

すが、さらにこれらを向上させることを目

的に、公用車の更新に併せてとよのんをラ

ッピングしたオフィシャルカーを導入しま

す。 

  このほかにも、とよのんを活用し、豊能

町の様々な魅力や特性、特産品や観光資源

等を町内外に効果的かつ積極的に発信する

とともに、豊能町の認知度向上をめざし、

商工活動、観光活動などの活性化を図りま

す。 

  ふるさと寄付につきましては、豊能町を

知っていただき、応援していただけるよう
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ホームページやチラシを活用し、町内外へ

情報発信を行うとともに、これまでに寄付

をいただいた方々にも引き続き町を応援し

ていただけるよう、寄付金の活用内容を発

信していきます。 

  吉川支所は耐震性を有する診断結果とな

ったことから、機能充実に向けた庁舎の整

備、旧吉川幼稚園の解体とその跡地の駐車

場整備のため、設計を実施します。 

  住民が求める行政サービスを迅速、的確

に反映し、行政運営の質の向上と行財政改

革を推進するため、予算査定とリンクした

行政評価制度を本格導入してまいります。 

  町が所有する遊休地につきましては、引

き続き適切な管理を行ってまいります。戸

知山については、ボランティアの皆さまと

の協働により里山の保全を図っており、よ

り有効な活用方法について検討してまいり

ます。また、歳入確保のため、売却できる

土地は順次売却します。 

  職員の職務遂行につきましては、公務能

率の向上や業務の効率化、災害等重大な事

故の未然防止などに特に功績のあった職員

を対象に表彰を行います。 

  目標２「地域で育て、地域で育つ、人を

大切にするまちづくり」について。 

  子ども・子育て支援新制度が平成２７年

４月からスタートするにあたり、求められ

る保育ニーズを踏まえて、子ども・子育て

審議会でご審議をいただき、平成２７年度

から平成３１年度までの５年間を期間とす

る（仮称）豊能町子ども・子育て支援事業

計画を策定するなど、子育て支援体制の充

実を図ります。 

  地域の子育て支援環境の充実のため、子

育て支援センターの「子育て応援隊」事業

の拡充、「育児（１９日）の日」制定など

とともに、子育て支援サービス情報を広く

周知するなど、育児不安の軽減と地域の子

育て力の向上を図ります。 

  家庭内での対話の減少や、家庭での読書

量の低下を改善するため、すべての幼児・

児童・生徒及び保護者を対象とした「リレ

ーうちどく」を保育所・幼稚園・小学校・

中学校で実施し、読書量を増やすことによ

り学力向上を図るとともに、学校等と保護

者、子どもとのつながりを深めます。 

  いじめ問題につきましては、いじめ防止

対策推進法の趣旨に則り、いじめ未然防止

及び早期発見のために、校内体制を整える

とともに必要に応じていじめ防止対策のた

めの支援員や専門家等を学校に派遣し、い

じめの防止及びその解決に向けて取り組み

が行えるように支援します。 

  また、重篤ないじめ問題が発生したとき

には、事態への対処又は同種の事態の発生

防止のために、教育委員会や学校における

調査のほか、必要な場合には、町が再調査

を行うことができる附属機関を設けるなど、

いじめ問題の解決に向けた取り組みを行い

ます。 

  児童虐待の問題につきましては、児童の

健全育成をめざし、児童虐待防止対策の強

化を推進します。そのため、要保護児童対

策地域協議会や学校園所と連携し、地域住

民に対する啓発事業や、虐待防止の見守り

活動の拡充をさらに推進します。 

  放課後の子どもの居場所づくりや自学自

習力の育成のため、小学校では「わくわく

教室」等に取り組んでおりますが、公民館

等に自学自習を支援できる場も設置します。 

  土曜日の教育支援につきましては、学

校・家庭・地域の三者が連携した体験活動

や、豊富な知識・経験を持つ外部人材の協

力により、小・中学生に土曜日の学習機会

を提供し、教育環境の充実を図ります。 

  小学校の給食調理業務につきましては、

職員の配置状況を踏まえ、これまでと同様
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の自校方式を堅持し、民間委託を順次行っ

てまいります。 

  中学校の給食につきましては、学力や体

力の根幹となる「食」をより充実させるた

めに、本町の中学校におきまして、全員喫

食による完全給食（ご飯・おかず・汁物・

牛乳）を民間調理業者によるデリバリー方

式で実施します。 

  吉川小学校については、耐震診断を実施

し、東ときわ台小学校については、施設が

老朽化しており、トイレを美装化するとと

もに、屋根の防水対策に重点をおいた改修

を行います。 

  平成２６年度、本町出身のキリシタン大

名、高山右近の没後４００年を迎えるにあ

たり、右近展や右近シンポジウムの開催等、

関係市と連携した「高山右近」の顕彰事業

を行い、住民への啓発と町のＰＲを図りま

す。 

  生涯スポーツにつきましては、住民の健

康づくりのため「ウエルネスウオーキング

～１日１万歩運動～」を推進し、健康寿命

の延伸に寄与します。 

  人権啓発の推進につきましては、豊能町

人権尊重のまちづくり条例の目的である

「あらゆる差別をなくし人権意識の高揚を

図り、すべての町民の基本的人権が尊重さ

れる明るく住みよいまちづくり」をめざし、

引き続き取り組みを進めてまいります。 

  目標３「豊かな自然景観・田園風景が生

きるまちづくり」について。 

  資源循環型社会の構築につきましては、

ごみ減量化・再資源化を図るため、廃棄物

減量等推進員をはじめとする住民や町内事

業者の方々と連携を深め、ごみ減量・資源

化街頭ＰＲ等の啓発事業を引き続き積極的

に実施するとともに、可燃ごみの収集量を

減少させるため、様々な機会に減量の具体

的な方法等を例示して、周知徹底をしてま

いります。 

  国崎クリーンセンターについては、今後

も引き続き廃棄物の適正処理及び施設のも

つ機能を十分に発揮できるよう構成市町と

調整を図り、維持管理に努めてまいります。 

  ダイオキシン類汚染物の処理については、

町としても安全・確実に無害化出来るよう

町内での処理を主軸に据え、取り組みを進

めてまいります。 

  目標４「元気で暮らせる支え合いのまち

づくり」について。 

  健康寿命の延伸のための取り組みの一つ

として、歩くことを通じて健康をつくる

「ウエルネスウオーキング～１日１万歩運

動～」を実施し、住民の皆さまが健康で生

きがいを持ち、豊かな生活を送ることによ

り、生活習慣病や介護予防につなげてまい

ります。 

  また、この取り組みを進めるため、歩道、

公園遊歩道の整備を順次行ってまいります。 

  乳がん、子宮頸がん、大腸がん検診につ

いては、検診手帳と検診無料クーポン券を

対象者に発行することで、受診のきっかけ

作りや正しい知識の普及啓発を行い、がん

の早期発見、早期予防につなげてまいりま

す。 

  大阪府風しんワクチン等の補助事業につ

きましては、平成２６年度から５年間、対

象者の風しんの予防接種に係る費用の負担

を軽減することにより、予防接種を促進し、

出生児の先天性風しん症候群の発症防止を

図ります。 

  「第６期豊能町高齢者福祉計画及び介護

保険事業計画」を策定し、介護や医療等の

連携による「地域包括ケアシステム」の構

築を行うなど、高齢者の保健福祉や介護保

険のサービス提供をしてまいります。 

  高齢者等外出支援の公用車（おでかけく

ん）につきましては、順次更新をしてまい
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ります。 

  高齢者の見守りにつきましては、昨年９

月に立ちあげた「高齢者見守りネットワー

ク事業」により、「さりげない見守り」を

行うセーフティネットの輪を広げます。 

  障害者福祉につきましては、第３期障害

福祉計画の進捗状況を踏まえ計画の見直し

を行うとともに、引き続き障害者の日常生

活を支援するため障害福祉サービスの充実

を図ります。 

  生涯現役社会の実現に向けた環境整備と

して、社会情勢等により明らかになった新

たな課題に対応するため、第２次豊能町地

域福祉計画・豊能町地域福祉活動計画の見

直しを図り、地域で支え合う温もりのある

福祉社会づくりをめざします。 

  目標５「活力のあるまちづくり」につい

て。 

  高齢化による人手不足などの理由で遊休

農地の増加が問題となっています。これら

遊休農地の再生や農地の維持保全活動を非

農家の方の協力も得て地域の人々と共に進

めてまいります。 

  食の安全・安心に関心が高まる中、食の

重要性を認識するため、都市と農村の交流

事業として農作業体験事業を参加者主体で

実施します。作物の栽培をとおして農業が

もつ多面的な機能を実感する機会を設けて

まいります。 

  また、地産地消事業のさらなる推進のた

めに、生産者と消費者が集える場の提供や、

学校給食への地元食材の供給などに生産者

と共に取り組みます。 

  高山コミュニティセンター（右近の郷）

の活用につきましては、地域に根差した交

流拠点づくりや、家族参加型のイベントの

基地づくり・農業振興及び町全体の活性化

等、指定管理により新たな事業の展開を進

めます。 

  森林の有する多面的な機能を維持・増進

させ、健全な森林を育成するため、除間伐

等の造林事業について、補助事業を活用し、

森林組合と連携をしながら実施します。 

  鹿・猪による農作物等への被害は、深刻

な問題であることから、狩猟による個体数

の調整を引き続き猟友会の協力のもと実施

します。また、防護柵等の設置については

国及び府の事業等を活用して支援します。 

  アライグマによる農作物被害については、

引き続き農家等に捕獲用檻を貸し出し、個

体数の減少に取り組みます。 

  観光ボランティアの育成など積極的に活

動されている観光協会や豊能地区広域観光

推進協議会、大阪府が進めている「大阪ミ

ュージアム構想」と連携を図り、町の資源

である自然・歴史・文化や特産品などを広

く町内外にＰＲすることで、多くの方が町

を訪れていただけるように努めます。 

  目標６「安全・安心のまちづくり」につ

いて。 

  東日本大震災以降、住民の防災意識が高

まっていることを踏まえ、町においても、

住民を対象とした防災出前講座や避難訓練

等を実施することにより、地域防災力の向

上を図ります。 

  住民との協働により、地域ごとに土砂災

害等に対応したハザードマップの作成に引

き続き取り組むとともに、それを活かした

訓練を実施することにより、地域防災力の

向上や自主防災組織の活性化を図ります。

また、災害時における共助の一つとして、

事業所等を対象とした応援協定の締結の拡

充に努めます。 

  地域防災計画につきましては、あらゆる

災害時に被害を最小化する「減災」の考え

方を防災の基本とし、実効性のあるものと

して策定してまいります。 

  災害発生時における防災拠点としての機
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能維持を図るため、本庁舎に非常用の発電

設備や通信機器を整備し、災害発生時の初

動体制の充実に努めます。また、町施設の

うち、まだ耐震診断が行われていない本庁

舎（旧館部分）等の耐震診断を実施します。 

  救急・消防活動の強化につきましては、

年々増加傾向にある救急事案と高齢化社会

に対応するため、救急救命士の養成をする

とともに、救命処置教育へ職員を派遣しま

す。また、救急現場活動の円滑化を図るた

め消防隊との連携を図り、重篤な救急患者

に対する救命率の向上に努めます。 

  応急手当等の普及啓発につきましては、

多発する消防・救急事故を防止するため、

住民を対象とした講習会（応急手当、火災

予防、事故防止、災害対応の心得等）を実

施し、広く住民に対する普及啓発活動を行

います。 

  防犯灯につきましては、全町を対象に自

治会管理の既存の防犯灯（蛍光灯・水銀

灯）をＬＥＤ灯に改修する費用を助成し、

地域の安全・安心の向上を図るとともに、

節電の取り組みを推進します。 

  住民の高齢化が進み、ますます高齢者を

ねらう悪質商法被害や架空・不当請求など

が後を絶たない状況で、その方法も複雑多

様化しています。最新の被害情報収集を行

い、相談事業や出前講座、たんぽぽメール

を活用した情報提供など啓発活動の充実に

努めます。 

  通学路等交通安全対策につきましては、

通学路等の安全確保が強く求められている

ことから、必要な交通安全施設の整備を行

います。 

  箕面森町において平成２７年４月に開校

が予定されている（仮称）履正社大学の設

立に伴い、本町での生活圏内において新し

い学生の通学・生活環境の変化がもたらす

交流人口の増加をまちづくりに活かしてま

いります。 

  定住化の促進につきましては、定住人口

の維持・増加を図り、バランスのとれた人

口構成の実現や地域社会の活性化を図るた

め、豊能町に住む親世帯と近居または同居

する子世帯の住宅取得およびリフォーム工

事費用の一部を助成するいっしょに住マイ

ル助成事業を行ってまいります。 

  安心できる住まいの確保につきましては、

住宅の耐震設計・改修を実施する住民に対

して、既存民間建築物耐震設計・改修補助

事業により、費用の一部を補助し、地震に

対する安全性の向上を図ってまいります。 

  また、新名神高速道路のインターチェン

ジが町の隣接地に設置されることから、豊

能町へのアクセスなどの活性化につながる

よう今後とも情報収集や関係各所への要望

をしてまいります。 

  光風台駅前エスカレーターにつきまして

は、住民にとっては必要不可欠なサービス

であり、まちの魅力を保つ大切なツールと

認識していますので、平成２６年度は更新

に係る実施設計を行ってまいります。 

  ときわ台駅につきましては、バリアフリ

ー化に向けた取り組みを推進してまいりま

す。 

  地域公共交通につきましては、定住化の

促進と高齢者にやさしいまちづくりをめざ

した基本構想に基づき、交通施策を推進し

てまいります。 

  水道事業につきましては、平成２４年度

に実施した第１期水道施設耐震診断の結果

に基づき、東ときわ台高区配水池耐震補強

工事や新光風台高区配水池耐震補強実施設

計業務を行います。 

  また、上下水道料金の窓口支払いは、土

曜・日曜・祝日など２４時間３６５日支払

いができるようコンビニエンスストア収納

を実施して、サービスの向上を図り、利便
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性を高めます。 

  下水道事業につきましては、「ときわ台

中継ポンプ場長寿命化計画」に基づき、平

成２５年度からの継続事業として、ときわ

台中継ポンプ場の機器更新を行います。 

  また、今後更なる経費の削減や効率的な

維持管理に努めると共に、健全経営を図る

ため、料金改定を含めて検討してまいりま

す。 

  住民基本台帳系システムにつきましては、

更新時期を迎えており、更新にあたっては、

システムの保守・管理費用の低減や地震等

の災害リスクの軽減などを図るため、クラ

ウドシステムの導入を進めます。 

  社会保障・税番号制度（マイナンバー）

が施行されたことに伴い、個人番号の設定

等、関係情報システムの整備が必要となる

ことから、住民基本台帳系システムの改修

を順次進めます。 

  むすびに。 

  以上、新年度のまちづくりに臨む私の所

信の一端と本議会に提案しております平成

２６年度予算案の主な施策の概要について

申し上げました。 

  新年度は、「第４次豊能町総合計画」が

スタートして４年目となります。先見性と

スピード感を持ち、広域行政も推進しなが

ら、住民の皆さまと協働によるまちづくり

を進め、自助・共助・公助の機運の醸成を

図り、総合計画がめざすまちの将来像「人

とみどりが輝くまち とよの」の実現に向

けて邁進します。 

  これからの町政運営にあたりまして、議

員の皆さまの一層のご理解・ご協力と、住

民の皆さまの積極的なまちづくりへの参画

を心からお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第４「第１号諮問 人権擁護委員の

推薦につき意見を求めることについて」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  第１号諮問、人権擁護委員の推薦につき

意見を求めることについて、御説明申し上

げます。 

  本件は、人権擁護委員の任期満了に伴う、

同委員の候補者としての推薦に際し、人権

擁護委員法第６条第３項の規定により、議

会の意見を求めるものでございます。 

  本件は、平成２６年９月３０日をもって

人権擁護委員の任期が満了するに伴い、候

補者として法務大臣に推薦するものでござ

います。 

  意見を求める方の御住所は、大阪府豊能

郡豊能町光風台３丁目２０番地の７、お名

前は山田里司さんです。生年月日は、昭和

２３年２月２０日でございます。 

  山田さんは、平成２３年１０月より人権

擁護委員として人権擁護に幅広く御活躍い

ただいており、今後も人権擁護委員として

御活躍いただける方と存じてますので、引

き続き人権擁護委員に推薦するものでござ

います。 

  任期は３年でございます。 

  説明は以上でございます。議員の皆様の

御意見を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 
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  これより採決を行います。 

  本件は原案のとおり適任と認めることに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１号諮問は原案のとおり適任

と認められました。 

  日程第５「第１号議案 公益的法人等へ

の職員の派遣等に関する条例制定の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第１号議案、公益的法人等への職員の派

遣等に関する条例制定の件について御説明

申し上げます。 

  議案書の２ページをお願いいたします。 

  本件は、公益的法人等へ職員を派遣する

に当たり、公益的法人等への一般職の地方

公務員の派遣等に関する法律の規定に基づ

き、人的援助を行うことが必要と認められ

る公益的法人等への職員の派遣に関し、必

要な事項を定めるものでございます。 

  内容につきましては、法律において条例

で定めることとされている事項について規

定するものでございまして、第２条で、法

律に掲げる団体のうち、町において派遣す

ることができる者に関する規定を設けるほ

か、臨時的任用職員や非常勤職員、病気休

職中の職員など、派遣の対象とならない職

員や、法律の定めのほか、派遣に当たって

合意しておくべき事項を定め、第３条で、

派遣先団体の役職員の地位を失った場合や、

派遣職員が病気により休職となった場合な

ど、職務に復帰させることとなる場合を規

定して、第４条で、町の事務や事業を補完

支援する業務で、町の事務や事業の効果的

な実施が図られるものに従事する場合等に

おいては、派遣職員に給与を支給すること

ができることを規定するものでございます。 

  なお、第５条からは、派遣職員が派遣後

に職務に復帰した場合において、その者の

給与や退職手当について、不利益とならな

いよう必要な調整を行うための規定を整備

するものでございます。 

  なお、この条例は、平成２６年４月１日

から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

  日程第６「第２号議案 消費税及び地方

消費税の税率の改定に伴う関係条例の整備

に関する条例制定の件」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第２号議案、消費税及び地方消費税の税

率の改定に伴う関係条例の整備に関する条

例制定の件について御説明申し上げます。 

  議案書の７ページをお開き願います。 

  本件は、本年４月１日より、消費税及び

地方消費税が引き上げられることに伴い、

施設の使用料等、占用料及び手数料の額に

ついて見直すものでございます。 

  それでは、条例の概要説明資料のほうを

ごらんいただきたいと存じます。 

  本議案では、８件の条例の一部改正を行

うものでございます。 

  まず、①の豊能町行政財産使用料条例と

豊能町道路占用料条例の２件につきまして

は、使用期間が一月未満の土地及び建物の

使用に係る使用料、占用期間が一月未満の

道路占用料について、消費税、地方消費税

の額を加算する条項を追加するものでござ

います。 

  次に②の豊能町消防関係事務手数料条例
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につきましては、国における地方公共団体

の手数料の標準に関する政令の改正に伴う

ものでございます。 

  次に③の豊能町廃棄物の減量及び適正処

理等に関する条例と、④の豊能町立コミュ

ニティセンター条例につきましては、それ

ぞれ一般廃棄物処理手数料と、高山コミュ

ニティセンターの使用料の一部を改定する

ものでございます。 

  ⑤の豊能町立公民館条例、豊能町立文化

ホール条例及び豊能町立総合体育館施設条

例につきましては、それぞれの施設の使用

料、利用料金の額を一部改定するものでご

ざいます。 

  附則といたしまして、いずれの条例も平

成２６年４月１日から施行いたしますが、

経過措置として、④については同年５月１

日以降の使用から、⑤については同年７月

１日以降の使用から、それぞれ適用するも

のといたします。 

  また、ユーベルホールの使用料で、既に

３月３１日までに前納しているものについ

ては旧料金を適用するものといたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第７「第３号議案 豊能町消防長及

び消防署長の資格を定める条例制定の件」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  西本消防長。 

○消防長（西本好美君） 

  第３号議案、豊能町消防長及び消防署長

の資格を定める条例制定の件につきまして、

提案理由の説明をいたします。 

  今回、地域の自主性及び自立性を高める

ための改革の推進を図るための関係法律の

整備に伴い、消防組織法の一部が改正され

ました。この改正では、消防長及び消防署

長の資格についての規定が改められ、これ

までは政令で定められていた資格を市町村

の条例で定めることとされましたので、豊

能町消防長及び消防署長の任命資格につい

て定めるものであります。 

  制定いたします条例の内容でございます

が、第１条は条例の趣旨を定めるものであ

ります。 

  第２条は、消防長の資格を定めるもので、

第１号では消防職員として消防事務に従事

した者が、第２号では消防団員として消防

事務に従事した者が、第３号では市町村の

行政事務に従事した者が、それぞれ各号に

定める職に一定の期間以上あったものであ

るとするものであります。 

  第３条は、消防署長の資格を定めるもの

で、第１号及び第２号では、消防吏員とし

て消防事務に従事した者が、各号に定める

階級に一定期間以上あったものであるとす

るものであります。 

  なお、消防長が定める教育訓練を受けた

者については、その期間を控除した期間と

するものであります。 

  第３号では、消防団員として消防事務に

従事した者で、副団長の職に３年以上あっ

て、消防長が定める教育訓練を受けたもの

であるとするものであります。 

  今回、制定する条例につきましては、消

防組織法第１５条第３項において、政令で

定める基準を参酌するものとすると規定さ

れておりますので、条例の参酌基準となる

市町村の消防長及び消防署長の任命資格を

定める政令に基づき、制定するものであり

ます。 

  附則といたしまして、この条例の施行期

日は、平成２６年４月１日とするものであ

ります。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御
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決定くださいますようお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第８「第４号議案 豊能町付属機関

に関する条例改正の件」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第４号議案、豊能町付属機関に関する条

例改正の件について御説明申し上げます。 

  議案書の１４ページをお開き願います。 

  本件は、いじめ防止対策推進法第３０条

第２項の規定により、同法第２８条第１項

の規定による調査の結果についての調査審

議に関する事務を行う附属機関を設置する

ものでございます。 

  それでは、条例の概要説明資料のほうを

ごらん願います。 

  附属機関の名称は、豊能町いじめに関す

る調査委員会。担任する事務は、いじめ防

止対策推進法第２８条第１項の規定による

調査の結果についての調査審議に関する事

務でございます。これは、いじめによって

重大な事態が生じた場合、まず学校が事実

関係を明確にするための調査を行い、その

調査結果を町長に報告するわけでございま

すが、町長はこの報告に係る重大事態への

対処または同種の事態の発生の防止のため、

必要があると認めたときに町長が調査委員

会を設置し、学校が行った調査結果につい

て調査審議を行うことができるとされてい

ることから、このたび当該附属機関を設置

するものでございます。 

  なお、附則としまして、この条例は平成

２６年４月１日から施行することとし、ま

た、豊能町報酬及び費用弁償条例を改正し、

いじめに関する調査委員会委員の報酬を、

日額１万円と定めるものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第９「第５号議案 豊能町国民健康

保険税条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第５号議案、豊能町国民健康

保険税条例改正の件につきまして、提案理

由の説明を申し上げます。 

  議案書の１６ページをごらんください。 

  今回の改正は、保険給付の増加や高齢化

に伴い、収支の不均衡が見込まれる国民健

康保険事業財政の健全化を図るため、保険

税率の見直しをするものでございます。 

  第３条から第５条の２までは、医療分に

係る税率の改正でございます。 

  第３条第１項は、所得割を5.３７％から6.

４０％に、第５条は、均等割を２万5,９０

０円から３万円に、第５条の２は、平等割

の一般世帯を２万３００円から２万4,６０

０円に、特定世帯を１万１５０円から１万2,

３００円に、特定継続世帯を1万5,２２５円

から１万8,４５０円に、それぞれ改正をす

るものでございます。 

  また、第５条の３から第５条の５までは、

後期高齢者支援金に係る税率の改正です。 

  所得割を1.３３％から1.４２％に、均等

割を6,４００円から6,８００円に、平等割

の一般世帯を5,１００円から5,３００円に、

特定世帯を2,５５０円から2,６５０円に、

特定継続世帯を3,８２５円から3,９２５円

にそれぞれ改正するものでございます。 

  第６条は、介護納付金に係る税率の改正

でございます。 

  所得割を、1.６９％から1.８０％に改正

するものです。 

  また、第１３条につきましては、被保険
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者世帯の所得状況等による保険税の軽減額

を規定しており、７割、５割、２割の均等

割及び平等割の減額につき、その規定を改

正するものでございます。 

  なお、附則といたしまして、この条例は

平成２６年４月１日から施行するものでご

ざいます。 

  また、改正後の規定は、平成２６年度以

降の年度分につき適用し、平成２５年度分

まではなお従前の例によるものといたしま

す。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き決定くださいますよう、よろしくお願い

いたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１０「第６号議案 豊能町火災予

防条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  西本消防長。 

○消防長（西本好美君） 

  第６号議案、豊能町火災予防条例改正の

件につきまして、提案理由の説明をいたし

ます。 

  今回の改正は、消防法施行令の一部を改

正する政令が公布され、検定対象機械器具

等の品目が改正されたことに伴い、豊能町

火災予防条例に規定されている引用条項に

ついて、必要な整備を行うものであります。 

  改正の内容でございますが、条例第２９

条の４において、住宅用防災報知設備の基

準が定められておりますが、消防法施行令

の改正に伴い、条例で引用する条項に移動

が生じたため、第４項に規定されておりま

す検定対象機械器具等について整備を行う

ものであります。 

  なお、改正条例の施行期日は、平成２６

年４月１日とするものであります。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定くださいますよう、お願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１１「第７号議案 豊能町社会教

育委員条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  第７号議案、豊能町社会教育委員条例改

正の件について、提案理由について御説明

申し上げます。 

  本改正の趣旨は、地域の自主性及び自立

性を高めるための改革の推進を図るための

関係法律の整備に関する法律による社会教

育法の一部改正に伴い、社会教育委員の委

嘱の基準について定めることを主とするも

のであります。 

  議案書の２２ページをお開き願います。 

  第２条の条例改正では、法の趣旨にのっ

とり、文部科学省令で定める参酌基準に基

づくものとしておりますが、今般の社会教

育を取り巻く状況の変化に対応するため、

第５号に、「前各号に掲げる者のほか、教

育委員会が必要と認める者」を追加してお

ります。 

  その他には、条文の文言整理を行ってお

ります。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定くださいますよう、お願い申し上げま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１２「第８号議案 豊能町水道事

業の設置等に関する条例改正の件」を議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第８号議案、豊能町水道事業

の設置等に関する条例改正の件について、

提案の理由を御説明させていただきます。 

  本件につきましては、地方公営企業会計
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制度の見直しにより、資本剰余金に整備す

べき資本的支出に充てるために交付された

補助金等をもって取得した資産で、補助金

等の金額に相当する金額を控除した金額を、

帳簿原価または帳簿価格とみなして減価償

却する、いわゆるみなし償却制度が、新地

方公営企業会計制度では廃止となるため、

豊能町水道事業の設置等に関する条例第８

条を削除するものでございます。 

  なお、附則として、この条例は平成２６

年４月１日より施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜り御決定いただきますよう、お願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１３「第９号議案 豊能町水道事

業会計資本金の額の減少の件」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  第９号議案、豊能町水道事業会計資本金

の額の減少の件につきまして、提案の理由

を御説明させていただきます。 

  本件につきましては、地方公営企業法第

３２条第４項の規定により、議会の議決を

求めるものでございます。 

  平成２６年度から、新地方公営企業会計

制度に基づいた会計処理を行うに当たり、

自己資本金１３億3,６２１万9,９２０円の

うち、繰入資本金として計上していた６億9,

３７１万5,９１５円を資本剰余金に振りか

えるものでございます。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜り御決定いただきますよう、お願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１４「第１０号議案 平成２５年

度豊能町一般会計補正予算の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  第１０号議案、平成２５年度豊能町一般

会計補正予算の件につきまして、御説明申

し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  一般会計補正予算（第５号）でございま

す。 

  まず、第１条といたしまして、既定の歳

入歳出予算の総額に、それぞれ5,８１１万2,

０００円を増額し、６６億９５５万4,００

０円とするものでございます。 

  補正の款項の区分、金額は、２ページか

ら５ページの「第１表 歳入歳出予算補

正」によります。 

  第２条といたしまして、継続費の補正で

ございますが、６ページをお開き願います。 

  消防費の、消防庁舎新築移転工事事業で

ございますが、旧消防庁舎の跡地整備が今

年度内に完了できないため、期間を１年延

長し、年割額を変更するものでございます。 

  次に、第３条といたしまして、繰越明許

費の補正でございますが、７ページをごら

ん願います。 

  総務費、総務管理費のＪ－ＡＬＥＲＴ自

動機器等導入事業、民生費、社会福祉費の

障害福祉管理システム改修事業、教育費、

小学校費の小学校施設修繕事業の３件につ

きましては、国の平成２５年度第１号補正

予算に伴う事業で、今年度内に事業完了で

きないため、その全額を翌年度に繰り越す

ものでございます。 

  土木費、道路橋梁費、町道等維持補修事

業と、災害復旧費の公共土木施設災害復旧

事業につきましては、他の工事と施工場所

が隣接していることや、工事の進捗に支障

を来すことなどから、翌年度に繰り越すも
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のでございます。 

  河川費の、北山川用地買収事業につきま

しては、大阪府が実施しております北山川

の整備事業に係る用地買収において、今年

度内に所有権移転登記が完了する見込みが

ないため、翌年度に繰り越すものでござい

ます。 

  都市計画費の公園緑地整備事業につきま

しては、工法の選定に時間を要し、年度内

に工事を完了する見込みがないため、翌年

度に繰り越すものでございます。 

  次に、第４条といたしまして、債務負担

行為の補正でございますが、８ページをお

開き願います。 

  今年度に起こしました五つの債務負担行

為につきましては、いずれも事業費が確定

したため減額するものでございます。 

  次に、第５条といたしまして、地方債の

補正でございますが、９ページをお開き願

います。 

  先ほど、繰越明許費で説明申し上げまし

た、小学校施設修繕事業について、限度額

を９２０万円とする町債を発行するもので

ございます。 

  それでは、今回の補正の内容について、

まず歳出から御説明申し上げます。 

  １８ページをお開き願います。 

  なお、今回の補正は事業費の確定に伴う

不用額の減額と、歳入の確定に伴う財源振

替を行いますが、それら不用額と財源振替

の説明は省略させていただきますので、御

了承いただきたいと存じます。 

  まず、一般管理費の人件費事業ですが、

勧奨退職など、退職手当を増額するもので

ございます。 

  防災諸費の防災対策事業につきましては、

国の補正予算に伴う事業でございますが、

Ｊ－ＡＬＥＲＴとたんぽぽメールとを自動

的に連動させ、いち早く住民の方々に緊急

速報を周知するための機器の購入をするも

のでございます。 

  次に、１９ページをごらん願います。 

  社会福祉総務費の国民健康保険特別会計

事業勘定繰出金事業でございますが、法改

正及びシステムのサポート切れに伴う電算

業務委託料を繰り出すものでございます。 

  次の、障害者福祉事務事業は、これも国

の補正予算に伴う事業でございますが、法

改正に伴い、障害福祉管理システム等の改

修を行うものでございます。 

  老人福祉費の介護保険特別会計事業勘定

繰出金事業は、これにつきましても、国の

補正予算に伴う事業で、消費税率の改定に

よる介護報酬改定等に伴うシステム改修の

業務委託料を繰り出すものでございます。 

  少し飛びますが、２３ページをお開き願

います。 

  小学校費の小学校管理事業につきまして

は、これも国の補正予算に伴う事業ですが、

東能勢小学校体育館のつり天井の落下防止

のための工事を施行するものでございます。 

  歳出につきましての説明は以上でござい

ます。 

  次に歳入について御説明申し上げます。 

  １３ページをお開き願います。 

  まず、１３ページから１４ページの町税

でございますが、町民税、固定資産税、軽

自動車税、町たばこ税の決算見込みに基づ

き、それぞれ補正するものでございます。 

  １４ページをお開き願います。 

  民生費国庫補助金の社会福祉総務費国庫

補助金と、次の１５ページの教育費国庫補

助金のうち、小学校費国庫補助金、さらに

総務費国庫補助金の防災諸費国庫補助金は、

それぞれ歳出で御説明申し上げました国の

補正予算に伴う事業に対する補助金で、社

会福祉総務費国庫補助金は、障害福祉管理

システム改修事業、小学校国庫補助金は、
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東能勢小学校の体育館天井修繕工事、防災

諸費国庫補助金は、Ｊ－ＡＬＥＲＴ自動機

器等導入事業に交付されるものでございま

す。 

  同じく１５ページの中学校国庫補助金と

ホール運営費国庫補助金の地域の元気臨時

交付金は国の平成２４年度補正予算にかか

わるもので、中学校費国庫補助金は中学校

給食導入に係る施設整備と吉川中学校グラ

ウンドのネットかさ上げに、ホール運営費

国庫補助金はユーベルホールの空調工事に

充当いたします。 

  次に、府補助金の総務費府補助金、労働

費府補助金及び教育費府補助金は、いずれ

も総合相談事業交付金でございますが、安

心子ども基金にかかわる補助金は減額され

ます。 

  １６ページをお開き願います。 

  財産収入の不動産売払収入は、本町が所

有しております吉川の祥雲館奥の山林等が、

大阪府が施行する砂防堰堤工事にかかるた

め、その用地の売払収入でございます。 

  次の、財政調整基金繰入金は、今回の補

正の財源調整として減額するものでござい

ます。 

  最後に、１７ページの町債につきまして

は、東能勢小学校体育館天井修繕工事に対

する国庫補助金の残りの部分を起債するも

のでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１５「第１１号議案 平成２５年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補

正予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第１１号議案、平成２５年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正

予算の件につきまして、提案理由の説明を

させていただきます。 

  今回の補正は、７０歳から７４歳までの

被保険者に対する一部負担割合の軽減措置

の見直しによる制度改正、並びに国保シス

テムのウインドウズＸＰのサポート切れに

伴い、所用のシステム改修を行うため、そ

の費用について補正を行うものでございま

す。 

  お手元の補正予算書１ページをお開きく

ださい。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ１４７万円を増額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ２９億３９

０万6,０００円とするものでございます。 

  それでは、歳出から説明をいたします。

６ページをお開きください。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の委託料について１４７万

円の増額を行うものでございます。 

  また、歳入につきましては５ページをお

開きください。 

  先ほど歳出で説明をいたしましたシステ

ム改修費につきまして、款８・繰入金、項

１・他会計繰入金、目１・一般会計繰入金

で、一般会計から１４７万円の繰入を行う

ものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますよう、よろしくお願

いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１６「第１２号議案 平成２５年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 
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  第１２号議案、平成２５年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定補正予算の件につき

まして、提案理由を説明させていただきま

す。 

  今回の補正は、消費税率の引き上げによ

る介護報酬の改定に伴い、所用の介護保険

システムの改修を行うため、その費用につ

いて補正を行うものでございます。 

  お手元の補正予算書１ページをお開きく

ださい。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４

１万円を増額し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ１７億8,１７３万5,０００円とする

ものでございます。 

  それでは、歳出から説明をいたします。

６ページをお開きください。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の委託料について４１万円

の増額を行うものでございます。 

  次に、歳入について説明をいたします。

５ページをお開きください。 

  歳出で説明いたしましたシステム改修費

につきまして、款３・国庫支出金で、国よ

り介護システム改修事業国庫補助金として、

費用の２分の１の額、２０万4,０００円の

交付を受けるとともに、款７・繰入金で、

一般会計から残りの２分の１、２０万6,０

００円の繰入を行うものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますよう、よろしくお願

いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１７「第１３号議案 平成２５年

度豊能町下水道事業特別会計補正予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第１３号議案、平成２５年度

豊能町下水道事業特別会計補正予算（第２

回）につきまして御説明申し上げます。 

  予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条で、歳入歳出予算補正につきまし

ては、既定の歳入歳出予算の総額からそれ

ぞれ６４０万円を増額し、歳入歳出それぞ

れ５億３５３万5,０００円とするものでご

ざいます。 

  第２条で、地方債の補正で、３ページに

地方債補正変更とするものを、起債の限度

額を６４０万円増額し、１億1,５００万円

とするものでございます。 

  今回の補正につきましては、流域下水道

建設事業に伴う補正でございます。 

  それでは、歳出より御説明申し上げます。

７ページをお開きください。 

  款１・下水道費、項２・下水道整備費で

６４０万円の増額で、流域下水道建設事業

に伴うものであります。これは、国の経済

対策によるものでございます。 

  続きまして、歳入の御説明をいたします。

６ページをお開き願います。 

  款８・町債、項１・町債で６４０万円を

増額するものでございます。 

  歳出で御説明いたしました国の経済対策

に伴い、増額するものでございます。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜りまして御決定いただきますよう、お

願い申し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１８「第１４号議案 平成２６年

度豊能町一般会計予算の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  第１４号議案、平成２６年度豊能町一般

会計予算の件につきまして御説明申し上げ

ます。 
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  予算書の５ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額を６２億5,０００万円と定めるもので

ございます。これは、対前年度１億1,３０

０万円の増、率にして1.８％の増でござい

ます。 

  予算の款項の区分と金額は、６ページか

ら１２ページの「第１表 歳入歳出予算」

によります。 

  第２条といたしまして、債務負担行為で

ございますが、１３ページをお開き願いま

す。 

  「第２表 債務負担行為」として、広報

「とよの」印刷製本事業以下、１４ページ

の図書館コンピュータシステムクラウド型

更新事業まで、１１の事業につきまして、

債務負担行為の期間、限度額を定めるもの

でございます。 

  第３条といたしまして、地方債でござい

ますが、１５ページをお開き願います。 

  「第３表 地方債」として、町道等維持

補修事業債以下、１６ページの臨時財政対

策債まで、八つの事業につきまして、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法を定

めるものでございます。 

  恐れ入ります、５ページにお戻り願いま

す。 

  第４条といたしまして、一時借入金でご

ざいますが、最高額を５億円と定めるもの

でございます。 

  第５条といたしまして、予算の流用でご

ざいますが、給料、職員手当及び共済費に

係る予算額に過不足を生じた場合に、同一

款内で同一項間の流用ができると定めるも

のでございます。 

  それでは、当初予算の概要について、ま

ず歳出から御説明申し上げます。 

  なお、主な事業につきましては、別冊の

当初予算説明資料に掲載しておりますので、

説明を省略させていただきます。 

  予算書の２１ページをお開き願います。

款の予算額が前年度と比べ増減が大きいも

のについて、その主な要因を申し上げます。 

  款１・議会費は省略させていただきます。 

  款２・総務費は１０億9,４３６万7,００

０円で、対前年度１億7,６９９万3,０００

円の増でございます。これは、参議院議員

通常選挙や、旧ふれあい文化センター分館

解体事業などが減となる一方、定年退職者

数の増による退職手当、住民情報システム

の更新、大阪府防災行政無線の整備、本庁

非常用発電設備の整備、防犯灯のＬＥＤ化

に対する補助金などの増により、総額では

増額となるものでございます。 

  款３・民生費は１７億５５６万9,０００

円で、対前年度１億2,６４７万9,０００円

の増でございます。これは国民健康保険特

別会計と介護保険特別会計への繰出金及び

消費税率の引き上げに際し、暫定的臨時的

な措置として給付を行う臨時福祉給付金給

付事業や、子育て世帯臨時特例給付金給付

事業が増となるためでございます。 

  款４・衛生費は８億6,３５６万円で、対

前年度1,２９４万1,０００円の減でござい

ます。これは、予防接種事業や保健福祉セ

ンター運営費の人件費が若干増額となるも

のの、水道事業補助事業が減となり、総額

では減額となるものでございます。 

  款５・労働費は省略させていただきます。 

  款６・農林水産業費は7,０４４万9,００

０円で、対前年度１４０万4,０００円の減

でございます。これは、農地基本台帳シス

テムの更新業務が増となったものの、婦人

の家運営費や林業総務費の人件費が減とな

ったため、減となったものでございます。 

  次の款７・商工費は省略させていただき

ます。 

  款８・土木費は４億5,１２９万7,０００
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円で、対前年度3,７２６万9,０００円の増

でございます。これは、光風台大橋耐震化

事業完了により減となるものの、ウエルネ

ス・ウオーキング推進のために、歩道や遊

歩道を含む道路補修費や、下水道事業特別

会計への繰出金が増となったため、総額で

は増額となるものでございます。 

  款９・消防費は３億5,１１９万9,０００

円で、対前年度２億6,２８５万9,０００円

の減でございます。これは、消防団の消防

車両更新事業、消防庁舎新築移転事業の減

によるものでございます。 

  款１０・教育費は８億9,４８２万8,００

０円で、対前年度3,８９０万3,０００円の

減でございます。これは、子ども・子育て

審議会運営事業、吉川小学校と東ときわ台

小学校の給食調理業務などが増となったも

のの、中学校給食事業施設整備、ユーベル

ホール大規模改修事業が減となったため、

総額では減額となるものでございます。 

  歳出の御説明は以上でございます。次に

歳入について御説明申し上げます。 

  １９ページをお開き願います。 

  歳入においても、款の予算額が前年度と

比べ増減が大きいものについて、その主な

要因を申し上げます。 

  款１・町税は１９億8,６７９万1,０００

円で、対前年度5,５１３万8,０００円の減

でございます。これは主に個人の町民税の

減によるものでございます。 

  款２・地方譲与税は5,５３０万1,０００

円で、対前年度1,０３０万円の減でござい

ます。これは主に地方財政計画による地方

揮発油譲与税と、自動車重量譲与税の収入

見込み額を反映したものでございます。 

  少し飛びますが、款６の地方消費税交付

金は１億6,３５０万円で、対前年度1,８３

０万円の増でございます。これは主に消費

税率の引き上げによる地方消費税の増を見

込んだものでございます。 

  次に、款８・自動車取得税交付金は1,２

６０万円で、対前年度1,５３０万円の減で

ございます。これは主に税率の見直しを反

映したものでございます。 

  款１０・地方交付税は１９億8,０００万

円で、対前年度１億3,７００万円の増でご

ざいます。これは主に公債費関係の需要額

の増と税収見込みが減となることによる交

付税額の増を見込んだものでございます。 

  款１２・分担金及び負担金は8,６６９万5,

０００円で、対前年度5,８９４万7,０００

円の減でございます。これは主に、消防庁

舎新築移転工事の箕面市の負担金が減とな

るものでございます。 

  款１４・国庫支出金は４億９６１万1,０

００円で、対前年度１億１００万8,０００

円の増でございます。これは主に、歳出の

民生費のところで申し上げました臨時福祉

給付金給付事業や、子育て世帯臨時特例給

付金給付事業に係る国庫補助金の増でござ

います。 

  次に、２０ページをお開き願います。 

  款１５・府支出金３億1,０４０万6,００

０円で、対前年度3,２４７万9,０００円の

減でございます。これは主に中学校給食導

入や参議院議員選挙に係る府の支出金の減

でございます。 

  款１６・財産収入は2,７５３万3,０００

円で、対前年度2,４９１万4,０００円の増

でございます。これは光風台２丁目の旧光

風台分団詰所ほか２カ所の町有地の売却を

見込んだことにより増となったものでござ

います。 

  款１８・繰入金は４億5,２１３万8,００

０円で、4,５７６万6,０００円の減でござ

います。これは財政調整基金繰入金、退職

手当基金繰入金などが増加したものの、公

共施設整備基金繰入金や文化振興基金繰入
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金が減少したためでございます。 

  なお、充当先は別冊の当初予算説明資料

に掲載しておりますので、御参照願います。 

  款１９・繰越金、款２０・諸収入は省略

させていただきます。 

  款２１・町債は５億7,０６９万4,０００

円で、対前年度9,１８９万4,０００円の増

でございます。これは防災関係の事業債が

ふえたこともありますが、大きな要因は臨

時財政対策債の借りかえの年に当たるため

の増額となるものでございます。 

  なお、平成２６年度末の町債残高見込み

額は、予算書１５５ページに掲載しており

ますので、御参照願います。 

  御説明は以上でございます。御審議いた

だき御決定賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１９「第１５号議案 平成２６年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第１５号議案、平成２６年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算

の件について、提案理由の説明をさせてい

ただきます。 

  予算書の１６１ページをお開き願います。 

  第１条は、歳入歳出予算の総額を、それ

ぞれ２９億3,２０７万9,０００円と定める

ものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借り入れの

最高額を２億円と定めるものでございます。 

  第３条は、地方自治法第２２０条第２項

ただし書きの規定により、歳出予算の各項

の経費の金額を流用することができる場合

について定めるものでございます。 

  それでは内容につきまして、歳出から、

主なものを説明させていただきます。 

  １８２ページをお開き願います。 

  １８３ページにかけて、款１・総務費、

項１・総務管理費の3,３３６万5,０００円

は人件費と事務費、大阪府国保連合会との

電算処理に要する経費及び連合会への負担

金でございます。 

  次に、款１・総務費、項２・徴税費７１

万7,０００円でございますが、保険税の賦

課徴収事務に係る経費でございます。 

  １８４ページから１８５ページにかけま

しての款２・保険給付費、項１・療養諸費

ですが、１８億1,６７８万7,０００円で、

対前年度比１1.７％増であり、平成２５年

度の医療費などを勘案して予算計上してお

ります。 

  次の款２・保険給付費、項２・高額療養

費２億3,７９２万9,０００円につきまして

も、平成２５年度の医療費を勘案して予算

計上しております。 

  １８９ページをごらん願います。 

  款３・後期高齢者支援金等でございます

が、後期高齢者医療制度に係る支援金３億4,

７２０万円を計上しております。 

  １９１ページをお開き願います。 

  款６・介護納付金１億２３１万3,０００

円ですが、これは介護保険に係る負担分と

いたしまして第２号被保険者の保険税と国

庫負担金とを合わせまして、社会保険診療

報酬支払基金に対し拠出する経費でござい

ます。 

  次の１９２ページにかけての款７・共同

事業拠出金２億9,５６８万2,０００円でご

ざいますが、大阪府内の全ての市町村が拠

出して構成する財源により費用負担を調整

する再保険事業の拠出金でございます。 

  １９３ページの款８・保健事業費、項

１・特定健康診査等事業費ですが、2,２０
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３万円を計上しております。これは医療保

険者に義務づけられております生活習慣病

予防に対する特定健診と保健指導に係る経

費でございます。 

  １９６ページをお開き願います。 

  款１１・諸支出金、項２・繰出金1,３４

２万8,０００円ですが、国保診療所施設勘

定特別会計へ、繰出金で、特別調整交付金

として国より交付される額を繰り出すもの

でございます。 

  歳出の説明は以上です。 

  続きまして、歳入の主なものを説明いた

します。 

  戻っていただきまして、１７１ページを

お開き願います。 

  款１・国民健康保険税ですが、対前年度

比２2.０％増の７億4,４５３万円を計上し

ております。 

  １７３ページの款３・国庫支出金、項

１・国庫負担金４億3,１５１万6,０００円

でございますが、目１・療養給付費等負担

金につきましては、保険給付費、老人保健

拠出金、後期高齢者支援金並びに介護納付

金に対する定率負担分でございます。 

  また、目２・高額医療費共同事業負担金

は、高額医療費共同事業拠出金の４分の１

に当たる負担金でございます。 

  次の項２・国庫補助金、目１・財政調整

交付金9,１５２万1,０００円のうち、普通

調整交付金は主に財政負担能力を考慮して

配分されるもので、市町村間の財政力の不

均衡を調整するため交付されるものでござ

います。 

  また、特別調整交付金は、市町村の特殊

事情がある場合に考慮して交付されるもの

でございます。 

  次に、１７４ページの款４・療養給付費

等交付金１億4,２７６万2,０００円でござ

いますが、退職被保険者等に係る給付費に

対しての交付金です。 

  次の款５・前期高齢者交付金９億7,４３

６万8,０００円は、前期高齢者の加入率及

び給付額に対しての交付金でございます。 

  １７５ページをごらんください。 

  款６・府支出金、項２・府補助金、目

２・都道府県財政調整交付金１億5,２７５

万7,０００円でございますが、保険給付費

等に対する交付金でございます。 

  １７６ページをごらん願います。 

  款７・共同事業交付金、目２・保険財政

共同安定化事業交付金２億3,５４３万3,０

００円でございますが、都道府県単位で実

施いたします保険財政共同安定化事業拠出

金に対する交付金でございます。 

  次の１７７ページ、款８・繰入金、目

１・一般会計繰入金１億2,４８６万円です

が、保険基盤安定繰入金や地方交付税に算

入される分等を一般会計から繰り入れるも

のでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、お願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第２０「第１６号議案 平成２６年

度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設

勘定予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第１６号議案、平成２６年度

豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘

定予算の件について、提案理由を説明させ

ていただきます。 

  予算書の２０７ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１億1,７６７万2,０００円

と定めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借り入れの
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最高額を5,０００万円と定めるものでござ

います。 

  第３条は、地方自治法第２２０条第２項

ただし書きの規定により、歳出予算の各項

の経費の金額を流用することができる場合

について定めるものでございます。 

  それでは内容につきまして、歳出から主

なものを説明いたします。 

  ２２１、２２２ページをお開きください。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の5,６７９万1,０００円は、

主に職員人件費及び診療所の運営管理等に

要する経費でございます。 

  次に２２３ページから２２４ページの款

２・医業費5,３２５万7,０００円は、診療

に要する各種検査や歯科技工等の委託料及

び医薬品、また内科・歯科電子カルテ用コ

ンピュータの更新及びシステム保守等の経

費を計上しております。 

  次の２２５ページにかけての款３・公債

費でありますが、７４９万7,０００円を計

上しております。これは、診療所建設起債

に対する償還金でございます。 

  歳出の説明は以上です。 

  次に、歳入の説明をいたします。 

  戻っていただき、２１６ページをごらん

ください。 

  款１・診療収入の項２・外来収入でござ

いますが、7,３７５万9,０００円、また項

３・その他の診療報酬として諸検査等収入1,

１５０万円を計上しております。 

  次に２１９ページの款５・繰入金、項

１・繰入金は、一般会計から1,８１１万7,

０００円を国民健康保険特別会計から、1, 

３４２万8,０００円を僻地診療所施設の運

営補助及び電子カルテ機器更新補助として

繰り入れるものでございます。 

  説明は以上です。御審議いただき御決定

賜りますよう、お願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第２１「第１７号議案 平成２６年

度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第１７号議案、平成２６年度

豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件に

ついて、提案理由を説明させていただきま

す。 

  お手元の予算書２３７ページをお開き願

います。 

  第１条は、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ３億8,８６９万1,０００円と定めるもの

でございます。 

  それでは、内容につきまして、歳出から

主なものを説明いたします。 

  ２４９ページをお開き願います。 

  款１・総務費は、主に電子機器の保守管

理委託と保険料徴収の事務経費を計上して

おります。 

  次に、２５０ページの款２・後期高齢者

医療広域連合納付金３億8,２５６万2,００

０円は、保険料徴収分等を広域連合に納付

する負担金でございます。 

  続きまして、歳入の主なものを説明いた

します。 

  ２４５ページをお開き願います。 

  款１・後期高齢者医療保険料は、特別徴

収、普通徴収を合わせまして３億3,８５６

万2,０００円の保険料を見込んでおります。 

  ２４６ページをごらんください。 

  款３・繰入金、項１・一般会計繰入金、

目１・事務費分として４８９万2,０００円

を、また、目２・政令軽減分である保険安

定基盤繰入金を4,３９９万7,０００円計上

しております。 

  説明は以上でございます。御審議いただ
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き決定賜りますよう、よろしくお願いいた

します。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第２２「第１８号議案 平成２６年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第１８号議案、平成２６年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件

について、提案理由を説明させていただき

ます。 

  お手元の予算書２５５ページをお開き願

います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出の予算

の総額をそれぞれ１８億3,４８６万6,００

０円と定めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借入の最高

額を１億円と定めるものでございます。 

  また、第３条は、地方自治法第２２０条

第２項ただし書きの規定により、歳出予算

の各項の経費の金額を流用することができ

る場合について定めるものでございます。 

  それでは、内容につきまして、歳出から、

その主なものを説明させていただきます。 

  ２７３ページをお開き願います。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費3,２７１万5,０００円は、

主に職員の人件費と、介護保険システム使

用料等に係る経費を計上しております。 

  ２７５ページをお開き願います。 

  項３・介護認定審査会費、目１・認定調

査費等1,４４５万5,０００円は、主治医意

見書作成の手数料や、業務委託料の要介護

認定調査委託料等の経費でございます。 

  また、目２・介護認定審査会共同設置負

担金1,３２１万6,０００円は、池田市、能

勢町、豊能町の１市２町による認定審査会

の負担金でございます。 

  次の２７６、２７７ページの項３・計画

作成等委員会費６７４万6,０００円は、介

護保険運営委員会及び平成２７年度を初年

度とする次期、第６期でございますが、介

護保険事業計画の策定に要する経費でござ

います。 

  ２７７ページから２８３ページにかけて

の款２・保険給付費でありますが、平成２

４年度から平成２６年度までの第５期介護

保険事業計画での推計値に基づきまして、

平成２６年度分の予算額１７億９３２万2,

０００円を計上しております。 

  次に、２８４ページの款４・地域支援事

業費、項１・介護予防事業費の1,１８８万6,

０００円及び２８５ページの項２・包括支

援事業等費の4,２２８万4,０００円であり

ますが、予防と自立支援に重点を置いた地

域支援事業及び地域包括支援センターの運

営に係る経費でございます。 

  次に、歳入について説明を申し上げます。 

  ２６５ページをお開き願います。 

  款１・介護保険料の第１号被保険者保険

料ですが、これは国のワークシートに基づ

き、平成２４年度から平成２６年度までの

３年間の介護保険サービスの見込み額の平

均で算出しており、６５歳以上の第１号被

保険者数を対象に算出した額に、滞納分を

加算した４億８８２万3,０００円を計上し

ております。 

  次に、２６６ページをお開き願います。 

  款３・国庫支出金、目１・介護給付費国

庫負担金ですが、現年度分については国の

負担分として介護給付費の２０％に相当す

る額、３億4,１８６万5,０００円を計上し

ております。 

  項２・国庫補助金、現年度調整交付金で

ありますが、1,０００円の科目設定のみを



 

 1－26 

しております。これは、調整交付金は市町

村ごとの介護保険財政の調整を行うための

補助制度で、基本的には給付費の５％相当

分を交付されるものではありますが、第５

期計画中の本町の交付率はゼロ％の予定と

なっているためでございます。 

  目２・介護予防事業費交付金、現年度２

８６万9,０００円は、地域支援事業の介護

予防事業費の２５％に相当する額、次の目

３・包括的支援事業等費交付金、現年度分1,

３４９万2,０００円は、地域支援事業費の

包括的支援事業等費の３9.５％に相当する

額を計上しております。 

  次の款４・支払基金交付金、目１・介護

給付費交付金、現年度分４億9,５７０万4,

０００円は、第２号被保険者の負担分とし

て介護給付費の２９％に相当する額を計上

しております。 

  また、目２・地域支援事業支援交付金、

現年度分３３２万8,０００円は、地域支援

事業費の介護予防事業費として、第２号被

保険者の負担分２９％に相当する額を計上

しております。 

  ２６８ページの款５・府支出金、目１・

介護給付費府負担金、現年度分につきまし

ては、介護給付費の大阪府負担分の１2.

５％に相当する額２億1,３６６万5,０００

円を計上しております。 

  次に、２６９ページをお開き願います。 

  款７・繰入金、項１・一般会計繰入金の

目１・介護給付費繰入金、現年度分ですが、

介護給付費の町の負担分の１2.５％に相当

する額でございます。その２億1,３６６万5,

０００円を計上しております。 

  目４・その他一般会計繰入金は、人件費

や事務費分として交付税に算入されている

分と合わせまして、6,７２１万9,０００円

を計上しております。 

  最後になりますが、次に、２７０ページ

をごらんください。 

  項２・基金繰入金、目１・介護給付費準

備基金繰入金につきましては、第４期の余

剰分などを積み立てた介護給付費準備基金

から4,７８７万6,０００円を繰り入れるも

のでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、お願い申し上げま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第２３「第１９号議案 平成２６年

度豊能町下水道事業特別会計予算の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第１９号議案、平成２６年度

豊能町下水道事業特別会計予算の件につき

まして御説明申し上げます。 

  お手元の予算書２９９ページをお開き願

います。 

  第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入

歳出それぞれ５億5,７１９万3,０００円と

定めるものでございます。 

  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、３００ページの「第１表 

歳入歳出予算」のとおりでございます。 

  第２条、債務負担行為については、地方

自治法第２１４条の規定により、３０３ペ

ージ「第２表 債務負担行為」によるもの

でありますが、事項を、ときわ台中継ポン

プ場維持管理業務とし、期間を平成２６年

度から平成２８年度まで、限度額は１万8,

０００円と定めるものでございますが、こ

の額は消費税改定分でございます。 

  第３条、地方債につきましては、地方自

治法第２３０条第１項の規定により、起こ

すことのできる地方債は３０４ページの

「第３表 地方債」のとおりであり、起債
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の目的を下水道債、限度額を2,７４０万円

と定めるものでございます。 

  第４条、一時借入金につきましては、地

方自治法第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借り入れの最高額を３億円

と定めるものでございます。 

  第５条、歳出予算の流用については、地

方自治法第２２０条第２項ただし書きの規

定により、給与、職員手当及び共済費に係

る予算に過不足を生じた場合における同一

款内でのこれらの経費の各項の間の流用を

定めるものでございます。 

  それでは、３１４ページをお開き願いま

す。 

  歳出より御説明申し上げます。 

  下水道総務費は3,７４３万4,０００円で

ございます。これは人件費事業、下水道運

営事業で、主なものとしまして、各協議会

の負担金や償還金、下水道債管理基金積立

金、公課費でございます。前年度より増と

なっておりますが、下水道債管理基金積立

金によるものでございます。 

  下水道維持管理費は１億4,７２７万5,０

００円でございます。これは人件費事業、

下水道施設管理事業で、主な費用としまし

ては職員の人件費、施設の電気代、施設管

理に要する委託料、猪名川流域下水道維持

管理負担金などでございます。前年度より

増となっておりますが、委託費や負担金の

増によるものでございます。 

  ３１６ページをお開き願います。 

  下水道整備費は１億7,５４３万2,０００

円でございます。これは、人件費事業、公

共下水道建設事業で、主な費用としまして

職員の人件費、ときわ台中継ポンプ場長寿

命化事業の工事請負費、猪名川流域下水道

事業建設負担金などでございます。前年度

より増でございますが、ときわ台中継ポン

プ場長寿命化事業によるものでございます。 

  公債費は１億9,６５４万9,０００円でご

ざいます。これは、元金や利子に係る費用

でございます。前年度に比べ７３万9,００

０円の減でございます。 

  ３１８ページをお開き願います。 

  予備費は５０万円を計上しております。 

  続きまして、歳入の御説明を申し上げま

す。 

  ３０９ページをお開き願います。 

  下水道分担金は2,０００円であります。 

  下水道使用料は２億2,７７４万2,０００

円で、前年度に比べ８８５万6,０００円の

増でございます。増の要因としまして、消

費税の転嫁によるものでございます。 

  ３１０ページをお開き願います。 

  下水道手数料は２４万6,０００円でござ

います。これは、指定工事店等の更新手数

料でございます。 

  下水道費国庫補助金は5,６００円でござ

います。これは、ときわ台中継ポンプ場長

寿命化事業の国庫補助金でございます。 

  利子及び配当金は４０万1,０００円であ

ります。これは下水道建設基金等の運用収

入でございます。 

  一般会計繰入金は１億6,８６８万7,００

０円でございます。これは、雨水対策に係

る一般会計からの繰入金や、資本費平準化

債の一括繰入によるものでございます。 

  下水道建設基金繰入金は7,４４９万8,０

００円でございます。これは猪名川流域建

設負担金やときわ台中継ポンプ場長寿命化

事業並びに管渠更生工事等を実施するため、

基金を充てるものでございます。 

  ３１２ページをお開き願います。 

  繰越金は２２１万2,０００円でございま

す。 

  預金利子は1,０００円、雑入は4,０００

円でございます。 

  下水道債は2,７４０万円で、前年度に比
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べ8,１２０万円の減であります。減の要因

は、資本費平準化債や下水道債を少額にし

下水道建設基金の取り崩しにより、ときわ

台中継ポンプ場長寿命化事業を実施するた

めでございます。内訳としまして、流域下

水道債2,６４０万円、下水道事業債１００

万円であります。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜り御決定いただきますよう、お願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第２４「第２０号議案 平成２６年

度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第２０号議案、平成２６年度

豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件

につきまして御説明申し上げます。 

  お手元の予算書の３２９ページをお開き

ください。 

  第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入

歳出それぞれ1,５２６万7,０００円と定め

るものでございます。 

  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、３３０ページの「第１表 

歳入歳出予算」のとおりでございます。 

  ３４０ページをお開き願います。 

  歳出より御説明申し上げます。 

  下水道維持管理費は６２２万円でござい

ます。これは人件費事業、生活排水処理施

設管理事業の経費でございます。主なもの

は手数料と業務委託料でございます。 

  下水道整備費は３８６万1,０００円でご

ざいます。これは合併処理浄化槽設置に係

る費用でございます。 

  ３４２ページをお開きください。 

  公債費は、元金や利子に係る費用５１３

万6,０００円でございます。これは施設整

備に借り入れた下水道債の償還金でござい

ます。 

  予備費は５万円計上しております。 

  続きまして、歳入の御説明を申し上げま

す。 

  ３３７ページをお開き願います。 

  下水道分担金は４２万円であります。こ

れは下水道の分担金でございます。 

  下水道使用料で１８１万5,０００円でご

ざいます。６５件の使用料でございます。 

  ３３８ページをお開き願います。 

  繰入金は、一般会計繰入金で1,３０３万

円でございます。 

  繰越金は1,０００円でございます。 

  諸収入は預金利子で1,０００円を計上し

ております。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜り御決定いただきますよう、お願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第２５「第２１号議案 平成２６年

度豊能町水道事業会計予算の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第２１号議案、平成２６年度

豊能町水道事業会計予算につきまして御説

明申し上げます。 

  予算書の１ページをお開き願います。 

  まず第１条で、平成２６年度豊能町水道

事業会計の予算は、次に定めるものでござ

います。 

  次に第２条で、業務の予定量は、給水戸

数8,０３０戸、年間総給水量２１８万立方

メートル、１日平均給水量5,９７３立方メ

ートルを予定し、主要な建設改良事業は改

良事業とするものでございます。 
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  次に第３条で定めるところの収益的収入

及び支出でございます。 

  まず収入で、第１款の水道事業収益は、

６億6,５８６万3,０００円で、対前年度比

２8.２％の増でございます。その内訳は、

第１項の営業収益で４億7,０２３万3,００

０円、第２項の営業外収益で１億9,５６２

万9,０００円、第３項の特別利益で1,００

０円であります。増の要因は、新地方公営

企業会計制度の改正によるみなし償却制度

廃止に伴い、資産の取得に充てた補助金等

の資本剰余金を長期前受金に計上し、対象

資産の減価償却費見合い分を戻入し収益化

することによるものでございます。 

  次に支出で、第１款の水道事業費用は７

億1,７４７万1,０００円で、対前年度比１4.

６％の増であります。その内訳は、第１項

の営業費用で６億4,２３２万8,０００円、

第２項の営業外費用で6,２７０万7,０００

円、第３項の特別損失で1,１４３万6,００

０円、第４項の予備費で１００万円でござ

います。増の要因は、新地方公営企業会計

制度に移行するに当たり、みなし償却制度

廃止に伴い、減価償却費の増と、新たに貸

倒引当金と賞与引当金を特別損失で計上し

たことによるものでございます。これによ

り、平成２６年度の単年度収支見込みは5,

１６０万8,０００円の赤字が見込まれると

ころでございます。 

  第４条で定めるところの資本的収入及び

支出でございます。 

  まず収入で、第１款の資本的収入は１億3,

５４４万6,０００円であります。その内訳

は、第１項の他会計繰入金で4,５４４万6,

０００円であります。 

  第２項の企業債で8,８００万円でありま

す。 

  次に支出で、第１款の資本的支出は２億8,

１７３万円であります。その内訳は、第１

項の建設改良費で9,９１９万4,０００円、

第２項の企業債償還金で１億8,２５３万6,

０００円でございます。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額１億4,６２８万4,０００円は、

過年度分損益勘定留保資金１億4,０６７万1,

０００円及び当年度消費税及び地方消費税

資本的収支調整額５６１万3,０００円で補

填するものでございます。 

  次に、第５条で定めるところの債務負担

行為でございます。債務負担行為をするこ

とができる事項は、水道施設運転管理及び

巡回点検で、期間を平成２６年度から平成

３０年度とし、限度額を１億1,３４０万円

と定めるものでございます。 

  次に、第６条の企業債であります。起債

の目的を水道事業債、限度額を8,８００万

円と定めるものでございます。 

  次に、第７条で定めるところの予定支出

の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、１の営業費用と２の営業外費用

と定めるものでございます。 

  次に第８条で、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費は、１の職員

給与費と、２の交際費とするものでござい

ます。 

  次に第９条で、他会計からの繰入金は、

企業債元利償還等補助のため、一般会計か

ら7,０５７万6,０００円の繰り入れを受け

るものでございます。 

  次に、第１０条で、たな卸資産の購入限

度額は３４９万1,０００円と定めるもので

ございます。 

  以下、予算実施計画以降の説明につきま

しては省略させていただきます。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜りまして御決定いただきますよう、よ

ろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  日程第２６「第２２号議案 豊能町一般

職の職員の給与に関する条例改正の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第２２号議案、豊能町一般職の職員の給

与に関する条例改正の件について御説明申

し上げます。 

  追加でお配りした議案書をごらん願いま

す。 

  本件は、財政健全化の一環として、平成

２６年４月１日から平成２９年３月３１日

までの３年間、職員の給料月額を職務の級

に応じて減額し、職員給与を削減するとと

もに、職員の勤務１時間当たりの給与額の

算出に関する規定及び非常勤職員の給与に

関する規定の整備を行うものでございます。 

  改正の内容としましては、第１９条中の

勤務１時間当たりの給与額の算出に当たっ

て、その基礎となる年間の勤務時間数から

休日の勤務時間数を除くよう規定を整備し、

また、第２６条の非常勤職員の給与に関す

る規定について、これまでの凡例等を踏ま

えて見直し、支給する給与の上限額や支給

する手当の種類、勤務しない場合の給与の

減額の方法といった支給に関する基本的事

項を定めるとともに、附則第７項を改正し、

現在の給与の減額措置について、平成２７

年３月３１日までとしていた期間を、平成

２６年３月３１日までとし、新たに附則と

して、平成２６年４月１日から平成２９年

３月３１日までの３年間、職員の給料月額

を職務の級に応じて段階的に２％から７％

減額するよう規定を設けるものでございま

す。 

  なお、この条例は平成２６年４月１日か

ら施行するもので、この条例の改正による

職員給与の削減額は、全体で年間約4,８０

０万円となるものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  １１番・福岡でございますが、動議を提

出したいと思います。 

  去る２月２５日に、木代地区に不法に残

土処理されていたところから残土が崩落い

たしました。この豊能町内には４カ所、こ

の間崩落したところを含めて４カ所ござい

ます。このような状況の中で、住民の安

心・安全を守るために、議員全員で構成す

る、仮称、豊能町残土処理についての動議

を提出し、もちろん、今さっき言いました、

仮称の、豊能町内における残土処理の問題

についての特別委員会を設置し、これを付

託して審査することの動議を提出いたしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ただいま、福岡邦彬議員から、豊能町議

会特別委員会設置の件の動議がございまし

た。動議には１人以上の賛成者が必要です。 

  福岡議員の豊能町特別委員会設置の件の

動議に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  動議に所定の賛成者がおりますので、成

立いたしました。 

  この際、設置議案作成及び配付のため、

暫時休憩をいたします。再開は午前１１時

４０分といたします。 

（午前１１時３２分 休憩） 

（午前１１時４０分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  お諮りいたします。 
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  ただいま福岡邦彬議員ほか１名から、

「第１号議会議案 豊能町議会特別委員会

設置の件」が提出されました。 

  これを日程に追加し、追加日程第１とし

て議題にしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって第１号議会議案を日程に追加し、

追加日程第１として議題とすることに決定

しました。 

  追加日程第１「第１号議会議案 豊能町

議会特別委員会設置の件」を議題とします。

提出者の説明を求めます。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  第１号議会議案、豊能町議会特別委員会

設置の件。 

  豊能町議会委員会条例第５条の規定に基

づき、本町議会に環境問題特別委員会を設

置することにつき、議会の議決を求める。 

  平成２６年３月３日提出。 

  提出者、豊能町議会議員、福岡邦彬。賛

成者、同、井川佳子。 

  記。 

  １．名称、豊能町議会環境問題特別委員

会。 

  ２．付託事件、残土問題について。 

  ３．構成人員、１４名。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１号議会議案は、原案のとお

り可決されました。 

  ただいま設置されました特別委員会の委

員長、副委員長には、あらかじめ休憩中に

決めておりましたので、委員長に川上議員、

副委員長に井川佳子議員が決まりましたの

で、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  再度確認をいたします。 

  ただいま設置されました環境問題特別委

員会の委員の選任については、委員会条例

第７条第１項の規定により、環境特別委員

会委員に、議員全員１４名を指名したいと

思いますので、これに御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午前１１時４５分 休憩） 

（午前１１時４６分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ただいま設置されました環境問題特別委

員会の委員の選任については、委員会条例

第７条第１項の規定により、環境問題特別

委員会委員に、 

  野村剛志議員 

  管野英美子議員 

  永谷幸弘議員 

  橋本謙司議員 

  井川佳子議員 
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  高橋充德議員 

  岩城重義議員 

  小寺正人議員 

  永並啓議員 

  竹谷勝議員 

  福岡邦彬議員 

  高尾靖子議員 

  西岡義克議員 

  川上勲議員 

  以上１４名を指名したいと思います。こ

れに御異議ございませんか。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  先ほど、お名前を間違ってましたので修

正します。岩城重義議員です。 

  以上１４名を指名したいと思います。こ

れに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、環境問題特別委員会委員は、

ただいま指名をしました方を選任すること

に決定をいたしました。 

  ただいま選任いたしました、環境問題特

別委員会委員の互選により、委員長に川上

勲議員、副委員長に井川佳子議員を、先ほ

ど休憩中に決定をさせていただきましたが、

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、３月４日午前９時３０分より会

議を開きます。 

  どうかお疲れさまでした。 

 

散会 午前１１時４９分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

会期の決定について 

町長の施政方針について 

第 １号諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

第 １号議案 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例制定の件 

第 ２号議案 消費税及び地方消費税の税率の改定に伴う関係条例の整備 

       に関する条例制定の件 

第 ３号議案 豊能町消防長及び消防署長の資格を定める条例制定の件 

第 ４号議案 豊能町付属機関に関する条例改正の件 

第 ５号議案 豊能町国民健康保険税条例改正の件 

第 ６号議案 豊能町火災予防条例改正の件 

第 ７号議案 豊能町社会教育委員条例改正の件 

第 ８号議案 豊能町水道事業の設置等に関する条例改正の件 

第 ９号議案 豊能町水道事業会計資本金の額の減少の件 

第１０号議案 平成２５年度豊能町一般会計補正予算の件 

第１１号議案 平成２５年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第１２号議案 平成２５年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第１３号議案 平成２５年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第１４号議案 平成２６年度豊能町一般会計予算の件 

第１５号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の 

       件 

第１６号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       予算の件 

第１７号議案 平成２６年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第１８号議案 平成２６年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 

第１９号議案 平成２６年度豊能町下水道事業特別会計予算の件 

第２０号議案 平成２６年度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件 

第２１号議案 平成２６年度豊能町水道事業会計予算の件 
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第２２号議案 豊能町一般職の職員の給与に関する条例改正の件 

第１号議会議案 豊能町議会特別委員会設置の件（環境問題特別委員会） 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ７番 

 

        同    ８番 

 


